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1989（平成元）年にスタートし、2年に一度開催している山形国
際ドキュメンタリー映画祭は今年で15回目。今年の10月も世界
中からたくさんの映画と人が山形市に集います！
本号では、多彩なプログラムのなかから、インターナショナル・
コンペティション上映作品を少しだけご紹介します。

「インターナショナル・コンペティション」は全15作品。 ウラ面でも2作品紹介しています。映画祭期間中に山形市中央公民館6Fホー
ル、山形市民会館大ホールで1回ずつ上映します。上映日程はWebサイト、プログラムチラシをご覧下さい。

10月5日［木］は開会式、11日［水］は表彰式
※開会式＋オープニング上映、表彰式＋クロージング上映は入場無料。

10月12日［木］は、受賞作品をまとめて上映！
※12日の上映作品とスケジュールは、前日の表彰式後に発表します。

スイスの葬儀会社で働く二人の移民の男。
ある遺体をイタリア・カラブリア州まで霊
柩車で移送する。男たちの対話と旅先の
一期一会を、叙情的なジプシー音楽とと
もに、洗練された映像で描く人生讃歌。

カラブリア
監督：ピエール＝フランソワ・ソーテ
スイス／2016／117分

山形市創造都市推進事業 やまがた市民映画学校
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「金曜上映会」は、山形国際ドキュメンタリー映画祭が主
催し、フィルムライブラリーで開催している定期上映会（ウ
ラ面参照）。今回は郁文堂書店での出張開催です。

（18:00開場）

入場無料  約40席のちいさな上映会です。
主催：認定NPO法人 山形国際ドキュメンタリー映画祭
共催：郁文堂書店

第２回

重要文化財 根本中堂̶解体修理工事の記録̶
製作：山形市／1963／モノクロ／12分
私たちの施設 
製作：山形市／1960頃?／カラー／28分
ほか（計1時間程度）　上映後トークあり

表紙：山形国際ドキュメンタリー映画祭2017メインビジュアル
今回も東北芸術工科大学グラフィックデザイン学科の皆さんに
取り組んでいただきました。審査の結果、3年生の峰村巧光（み
ねむら たくみ）さんのデザインに決定しました。

出張版

旧済生館

愛するロバと犬を相棒に、73歳のマヌエ
ルは、スペインからアメリカへ2200キロ
を踏破するという壮大な旅への出立を決
意する。老いてなお自由に、ありのままを
生きる姿を讃えるロードムービー！

ドンキー・ホーテ
監督：チコ・ペレイラ
スペイン、ドイツ、イギリス／2017／86分

東日本大震災で被災した宮城県南三陸
町の波伝谷。そこに暮らす人々の復興へ
の願いと心の揺らぎを伝統行事の「お獅
子さま」復活の過程をめぐって描き出す。
宮城・白石出身の我妻和樹監督作品。

願いと揺らぎ
監督：我妻和樹／日本／2017／145分

ニューヨーク公共図書館を観察の対象に
したフレデリック・ワイズマン監督新作。
デジタル時代の図書館が取り組む試み、
そこに集うさまざまな人々の姿から現在
のアメリカの現実を浮き彫りにする。

エクス・リブリス―ニューヨーク公共図書館
監督：フレデリック・ワイズマン
アメリカ／2016／205分



取扱い：山形市内プレイガイド、フォーラム山形、山形映画祭事
務局、山形ドキュメンタリーフィルムライブラリー
チケットぴあ：Pコード 467291（ご利用の際は、チケット代金
のほかに各種手数料がかかります）

山形国際ドキュメンタリー映画祭が開催している定期上映会。ライブラリーでの
上映は8月、9月は１回、10月は映画祭のためお休みします。
鑑賞会員無料（当日受付にてご入会ください）
会 場 ▶
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金Fri
25

中国の農村の脳性まひの少年。なすすべもなく見守る家族に選択
のときが迫る『一緒のとき』。中東からの出稼ぎ労働者が集うパリ
の街角に溢れる会話と、40年以上前の監督の父からの手紙が交
錯する『たむろする男たち』。アジア千波万波最高賞受賞の2作品。

14:00, 19:00（2作品2回上映）
一緒の時
YIDFF 2003 アジア千波万波 小川紳介賞
監督：沙青（シャー・チン）
中国／2002／ビデオ／49分

孤独な存在
監督：沙青（シャー・チン）／中国／2016／77分

航跡（スービック海軍基地）
監督：ジョン・ジャンヴィト／アメリカ、フィリピン／2015／277分

たむろする男たち
YIDFF 2015 アジア千波万波 小川紳介賞
監督：マーヤ・アブドゥル＝マラク／フランス、レバノン／2015／ビデオ／55分

〈映画祭2017をより楽しむために1〉
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金Fri
8

山形ドキュメンタリーフィルムライブラリー
10,000本以上の映画をビデオブースで視聴
することができます。
  山形市平久保100 山形ビッグウイング3F
  開館時間：10:00-17:00
  休館日：月・火曜（祝日を除く）、年末年始

朝鮮、ベトナム、湾岸戦争を通して米軍の重要
拠点だったフィリピンの基地跡地での、土壌汚

染による深刻な健康被害。水俣病についての映画をライフワーク
としていた土本典昭監督への敬意が込められた長編。

14:00 （長編のため1回上映／途中休憩あり）
飛行機雲（クラーク空軍基地）
YIDFF 2011 インターナショナル・コンペティション

監督：ジョン・ジャンヴィト
アメリカ、フィリピン／2010／ビデオ／264分

〈映画祭2017をより楽しむために2〉

■1回券 1,100円 （当日1,300円／シニア料金1,100円）
■3枚つづり 2,700円 （当日3,200円）
■10枚つづり 6,500円 （当日9,000円）
■フリーパス 11,000円 （当日13,000円）
＊フリーパスは2017公式カタログ引換券つき  

■高校生以下は無料です！（要学生証提示）
主催：認定NPO法人 山形国際ドキュメンタリー映画祭
共催：山形市
助成：芸術文化振興基金、J-LOP4　特別協賛：映機工業株式会社

前売券発売中 !

山形市中央公民館（アズ七日町）、山形市民会館
フォーラム山形、山形美術館ほか

会　場

プログラム
✤ インターナショナル・コンペティション
世界各地より応募された新作長編を上映。国際審査員による審査が行
なわれ、各賞が決定されます。一部をカラー面で紹介しています。
✤ アジア千波万波
アジアの新進ドキュメンタリー作家の作品を上映。国際審査員による
審査が行なわれ、各賞が決定されます。
✤ アフリカから／を観る
現代アフリカとそこで生きる人々の姿をリアルに描き出す映像群。
✤ フレディ・ムーラー特集
スイスの映画作家フレディ・ムーラーの特集。
✤ 政治と映画：パレスティナ・レバノン70s‒80s
豊かな個々の物語が溢れるアラビア語圏の作品を紹介。
✤ ともにある Cinema with Us 2017
東日本大震災、原発事故という未曾有の体験と、そこから生まれ続け
る課題を改めて見つめ、伝えていくプログラム。
✤ やまがたと映画
やまがたと映画文化や、やまがたと映画作家など、映画を通して「やま
がた」を見つめるプログラム。
ほか　 　 詳細はWebサイトをご覧下さい  www.yidff.jp

メールマガジン「YIDFFニュース」（毎月1回）
www.yidff.jp/news/subscription

ラジオモンスター 76.2MHz 『モンブラン』内（毎月2回）

山形国際ドキュメンタリー映画祭情報発信中

twitter: @yidff_8989    facebook: @yidff
公式ウェブサイト: www.yidff.jp

山形国際ドキュメンタリー映画祭2017情報満載
特設サイト ドキュやまライブ！: http://www.yidff-live.info

映画祭2015（前回）
表彰式▶

8月18日［金］は郁文堂書店での出張版です。（カラー面参照）

観 ！ 
　　金曜上映会＆山形国際 映画祭2017

新作

新作

何年も家から出ることなく誰とも話さず過ごし
てきた監督。隠された自己を投影する他者の存在をカメラで観察す
る欲望だけが、彼の生をつなぐ。『一緒の時』の沙青監督が、作家と
して、他者そして自己を見つめることの根源を問う。

フィリピン・ルソン島の元米海軍基地周辺の
住民が直面する深刻な環境汚染と健康被害。
人々の声に耳を傾け続けるジョン・ジャンヴィ
ト監督による、前作『飛行機雲（クラーク空軍

基地）』に連なる277分の映像記録。

沙青監督、ジョン・ジャンヴィト監督の旧作品を8、9月の金曜上
映会で、新作を10月の山形国際ドキュメンタリー映画祭2017で
上映！　是非あわせてご覧ください。


